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 �⽣にはランキングがついてまわりま

す。��での成�は、是々�々の�論があ

るものの、その�の�路決�への��を�

ぼす�料として�りますし、��な⽣活の

中にも、「⼣⽇の�しい場�百�」とか、

「⽇�の棚⽥⾵�百�」などのようにラン

ク付けされて��され、現場に�向いて⾃

�の⽬で�かめる前に、他�による�価で

そのイメージが構築されてしまいます。

 書��事に「とはいえ、�間はランキン

グを気にするが、ランキングと��が⼀�

するとは�らない。オリンピックの�メダ

リストは、金をとれなかったと�くが、�

メダリストは、メダルをとれたと喜ぶ。�

べる相⼿によって���は�わるのだ。他

�と�べないことは�しい。だからある�

��理�者は、�⾜したいなら、⾃�に有

利な相⼿と��せよという。また、⾃�を

�い�みたいなら、⾃�に不利な相⼿と�

�せよという。」と��されていました。

⼤切な�⽣を⽣きていく上で、他�との�

わりは��できませんが、��することで

⼀喜⼀憂するのはどうなのでしょうか。�

に籠もって「��⽣活」を�がする�では

ありませんが。

   昨年の資格検定NEWSで、
「他人との比較」が息苦しさを
生む原因の一つではないかとの
話題を取り上げました。そんな
中、朝日新聞の２月の書評欄で
ペーテル・エールディが著した
『ランキング　私たちはなぜ順
位が気になるのか？』という本
を知りました。署名に大変興味
を持ったからです。その中で取
り上げられていた話題につい
て、共感しました。　
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